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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

目 次 
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ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容・・・ ｐ．２

（ア）教育課程の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ．２

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容・・・・・・・・・ ｐ．３

（ウ）教員組織の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ．３

（エ）施設・設備の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ．３ 
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ア 学則変更（収容定員変更）の内容

女子美術大学短期大学部と併設の女子美術大学は、芸術分野の学問の進展や進学需要

に対応するため、令和５年４月から既設の芸術学部に共創デザイン学科を設置する計画

である。共創デザイン学科は女子美術大学短期大学部が所在する杉並キャンパス（東京都

杉並区）に置き、入学定員６０人、収容定員２４０人とする。 

このため、地域における大学の振興及び若者の雇用機会の創出による若者の修学及び

就業の促進に関する法律第 13条第１号に定める除外規定の適用により、令和５年４月か

ら女子美術大学短期大学部造形学科の収容定員を３６０人から２４０人へ１２０人減少

させ、この減少分を基に適切に算定した２４０人を女子美術大学芸術学部の収容定員増

加分に充てることとした。これに伴い、入学定員は１８０人から１２０人へ変更する。 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

本学は、開学以来、女子の高等教育の場として大きな役割を果たしてきたところである

が、昨今の社会環境の変化、１８歳人口の減少、高等学校女子生徒の４年制大学指向の高

まりなどをはじめとする短期大学をめぐる諸状況の変化、造形学科における過去の志願

者数と入学者数の中長期的な推移及び併設の女子美術大学における学部教育研究体制の

一層の整備と充実の必要性等を総合的に勘案し、収容定員を変更することとした。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容 

収容定員変更に伴う教育課程の編成については、教育研究上の理念や目的、人材の養

成に関する目的を達成できる充実した教育課程となるよう、共通科目と専門科目の見

直しを行い新たな編成とした。 

共通科目では、中央教育審議会答申などで指摘されている重要性や意義を踏まえた

うえで、多様性が尊重されるグローバル社会において必要となる幅広く深い教養とコ

ミュニケーションスキル、創造的思考力・判断力及び美術分野における基礎的な知識と

能力を身に付けるために必要な科目群と科目構成による教育課程の編成としている。 

専門科目では、多様な学生の受け入れへの対応や造形教育の基礎重視傾向への対応、

さらには造形教育の学際化、総合化傾向への対応など、社会環境の急速な変化に伴い造

形分野全般における基礎教育の充実が求められていることから、これらの点に配慮し

た見直しを行い、幅広い基礎的な専門教育の充実と強化を図る教育課程とした。具体的

には、造形学科において展開してきた造形分野の基礎的な理論や実技の習得を中心と
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する教育内容を基盤とし、基礎力の習得を一層重視した教育課程の編成とするととも

に、それらを横断的に履修することが可能となる教育課程とする。また、造形学科に求

められている学びのニーズに合わせ、デザイン領域を見直し変更した。造形分野に関す

る幅広い知識や技能を身につけることが可能となる授業配置とし、変更前の内容と比

較して同等以上の内容を担保している。 

 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

造形学科では、造形分野の基礎的な理論や実技の習得を中心とする教育内容として

いることから、授業の方法としては、講義及び演習、実技を効果的に組み合わせて行う

こととしており、また、授業を行う学生数については、授業内容や授業の方法、施設や

設備の状況、実技の指導体制などの教育上の諸条件を考慮して、教育効果を十分にあげ

られるよう少人数教育を前提としている。 

さらに、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として

学生が修得すべき単位数について、１学年間に履修科目として登録することができる

単位数の上限を定める。履修指導方法については、造形学科における人材の養成に関す

る目的への理解を促進するとともに、２年間の学習計画に基づく体系的な学習のため

の科目履修が可能となるようにすることから、履修モデルを提示することとしている。 

このことから、教育方法及び履修指導方法においては、変更前の内容と比較して、同

等以上の内容を担保している。 

 

（ウ）教員組織の変更内容 

教員組織については、造形学科の授業科目数及び単位数に応じて、当該専門分野にお

ける教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有する専任教員 13人を

配置する計画としており、内訳としては、教授７人及び准教授４人、助教２人を配置し

ていることから、教員組織においては、変更前の内容と比較して、同等以上の内容を担

保している。 

 

（エ）施設・設備の変更内容 

１ 校地、運動場の整備計画 

造形学科が所在する杉並キャンパスは東京都杉並区和田に位置し、現在、校地面積

は１７，７３３．５０㎡を有している。その内訳は、校舎敷地面積が１６，４２３．

５０㎡、運動場面積が１，３１０．００㎡となっている。 

－設置等の趣旨（本文）－3－



２ 校舎等施設の整備計画 

造形学科が所在する杉並キャンパスでは、現在３棟の校舎を有しており、その面積

は１６，２１１．３９㎡である。 

主要な教室等としては、講義室１０室、実験・実習室２１室、情報処理室１室の他、

教員研究室６室、非常勤講師室、図書館、学長室、会議室、事務室、医務室、学生相

談室、学生食堂などを整備している。 

 設備については、現在、教具３７１点、校具３９８点を整備している。 

 

３ 図書等の資料及び図書館の整備計画 

１）図書等の資料の整備計画 

造形学科が所在する杉並キャンパスの図書館は、併設の女子美術大学と共用し

ている。図書等の資料について、現在、図書１７１，１３６冊（うち外国書２１,

１１２冊）を所蔵しているとともに、学術雑誌２１１誌（うち外国雑誌５８誌。電

子ジャーナル１種（外国書）を含む。）、ビデオやＤＶＤなどの視聴覚資料２,２

７４点の整備がなされている。 

一方、併設の女子美術大学の相模原キャンパスの図書館では、図書等の資料につ

いて、現在、図書２２０,９３５冊（うち外国書４８,９９３冊）を所蔵していると

ともに、学術雑誌２６１誌（うち外国雑誌７６誌。電子ジャーナル３種（いずれも

外国書）を含む。）、ビデオやＤＶＤなどの視聴覚資料３,９７８点及びオンライ

ンデータベース２種の整備がなされており、これらも有効的に共用している。 

 

２）図書館の整備計画 

造形学科が所在する杉並キャンパスの図書館は、現在、造形学科及び共用する女

子美術大学芸術学部の収容定員計１,０２０人の約１０．７８％に当たる１１０席

の閲覧座席数を確保している。開架式書庫及び閉架式書庫、サービスカウンター、

レファレンスカウンター、グループ学習室、視聴覚コーナー、ブラウジングコーナ

ーなどを整備しているとともに、図書館の機能としては、情報探索用パソコン１４

台、蔵書検索用パソコン３台、コピー機２台を設置しており、図書館システムは、

株式会社リコー製の「LIMEDIO」を導入している。 

この図書館システムにより、併設の女子美術大学の相模原キャンパスの図書館

と常時専用線で接続されていることから、資料等を横断的に検索することが可能

であり、また、国立情報学研究所の所蔵目録の検索や他の大学図書館等との文献複

－設置等の趣旨（本文）－4－



写や相互貸借等のサービスを可能としている。 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し

ア 定員充足の見込み

１ 入学定員設定の考え方 

入学定員設定の考え方は、造形学科における過去の志願者数と入学者数の中長

期的な推移等及び併設の女子美術大学に設置する共創デザイン学科の入学定員を

６０人とすることを踏まえて、造形学科の入学定員を１２０人としている。なお、

共創デザイン学科の入学定員は、設置を構想するに当たり実施した「進学需要に関

するアンケート調査」（同学科設置の初年度に受験対象者となる高等学校２年生の

女子を対象）及び企業等に対する「人材需要に関するアンケート調査」の結果など

を総合的に勘案したうえで決定されている。 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要

１ 造形学科の志願者数等の状況【資料１】 

造形学科の最近４年間の志願者数は、入学定員１８０人に対して、平成３１年度

２８１人、令和２年度３２９人、令和３年度２３５人、令和４年度２８９人と比較

的安定した志願者数を確保しており、最近４年間の平均志願者数は２８４人、入学

定員に対する志願者数の平均倍率は約１．５７倍、実質的な競争倍率である合格者

数に対する受験者数の平均倍率は約１．０８倍となっていることから、変更後の入

学定員１２０人に対して十分な志願者数を見込むことができるものと考えている。 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況

学生確保に向けた具体的な取組状況としては、大学案内や学生募集用パンフレット

の配布をはじめ、高等学校生徒向けの一般広報 WEB媒体を中心とした広報活動の他、ホ

ームページやＳＮＳ等の電子媒体など多数のメディアを使用したＰＲ活動を行うとと

もに、特に入学実績のある美術系高等学校や女子高等学校などに対しては、高等学校訪

問等を通し、造形学科についての詳細や情報提供を丁寧に行うこととしている。 

また、オープンキャンパスや体験型ワークショップイベントをはじめ、各地域におけ

る会場型学外進学相談会や高等学校内での出張授業等の開催を通じて、造形学科にお

ける学位授与方針・教育課程の編成・実施方針・学生の受け入れ方針をはじめとする

－学生確保（本文）－2－
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様々な教育情報について、高等学校生徒や保護者、高等学校教諭、予備校教員に対して

広く周知を図ることとしている。 

加えて、造形学科の教育内容をはじめとする教育情報の詳細かつ丁寧な情報提供を

目指すことから、特に、受験生に対して養成する人材及び習得する知識や能力に応じた

履修モデルなどを提示することにより、卒業後の進路や自己の学習目標に沿った科目

履修の可視化を可能とすることで、造形学科の教育内容に対する理解を促すこととし

ている。 

そのうえで、募集活動については、これまで造形学科において重点的に行ってきた、

高等学校訪問による高等学校教員とのパイプ醸成や高等学校内ガイダンスや出張授業

による受験生との対面広報等を中心とする、「人」と「人」との直接広報を更に強化し

ていく。 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）

１ 人材の養成に関する目的 

個性を大切にし、豊かな感性と自由な発想を磨き育むことで、独創力と高度な技術

力を備えた、社会で活躍できる作家、デザイナー及び教育者等の人材を養成すること

を目的とする。 

２ 教育上の目的 

美術・デザインに関する専門的な理論と技術を学び、幅広い表現方法を修得した上

で、作品制作を通して創造力、表現力、応用力を育てることを教育目的とする。

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な

根拠

１ 造形学科の求人件数等の状況【資料２】 

造形学科における最近４年間の求人件数は、平成２９年度は就職希望者４９人に

対して、求人件数９９５件で求人倍率は約２０．３倍、平成３０年度は就職希望者４

６人に対して、求人件数８５８件で求人倍率は約１８．７倍、令和元年度は就職希望

者５０人に対して、求人件数７４８件で求人倍率は約１５．０倍、令和２年度は就職

希望者５３人に対して、求人件数５９４件で求人倍率は約１１．２倍となっており、

多数の求人件数を得ている。なお、令和２年度の求人件数については、新型コロナウ

－学生確保（本文）－3－
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イルス感染症の感染拡大による社会経済活動への影響を反映して下落したと考えら

れる。 

また、造形学科における最近４年間の就職実績は、平成２９年度は就職希望者４９

人に対して就職者数４１人で就職率は約８３．６７％、平成３０年度は就職希望者４

６人に対して就職者数４０人で就職率は約８６．９６％、令和元年度は就職希望者５

０人に対して就職者数４２人で就職率は８４．００％、令和２年度は就職希望者５３

人に対して就職者数３６人で就職率は約６７．９２％となっており、高い就職率で推

移している。なお、令和２年度の就職率については、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大による社会経済活動への影響を反映して下落したと考えられる。 

以上のことは、造形学科における人材の養成に関する目的その他の教育上の目的

が、社会的、地域的な人材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることの裏付

けとなるものである。今般の収容定員減少においては、社会環境の変化や地域社会の

要請を念頭に置いて、造形学科の美術・デザイン分野における卒業生の進路や卒業生

を受け入れる側の需要を十分に勘案したうえで、引き続き美術・デザインを通じた地

域や産業の振興の担い手を輩出する教育を行うことから、社会的、地域的な人材需要

の動向等を踏まえたものであると考える。 
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― 学長
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小倉　文子
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短期大学卒

女子美術大学短期大学部学長
(令和元年6月～令和5年5月)

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
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